
 

 

 

 

 

体育館で力を発揮した運動会 

                            副校長 家近 理恵 

先月の運動会では、たくさんの保護者の皆様にご参観いただき、ありがとうございました。 

今年度は、赤羽体育館での開催となりました。保護者の皆様には、会場変更に

よる入場制限等でご心配やご不便をおかけしましたが、ご協力いただき大変感

謝しております。皆様のご協力のおかげで、子供たちも安心して力を発揮する

ことができました。 

今回の運動会は限られたスペースの中で、子供たちが安全に、かつ意欲的に

取り組めるように工夫を凝らしました。競技では、走るレーンを左右対称に

分けて、１人ずつ安全に走れるコースを作ったり、絵などの道具を用いて、

楽しく参加できる種目を考えたりしました。保護者参観エリアでは、学年別

カラーのリストバンドを着用することで、対象学年の保護者の方が優先的に

観覧できる環境を作りました。（リストバンドは PTAから提供していただきました。） 

これらの工夫により、体育館でも子供たちが集中して演技に取り組むことができました。 

実は、子供たちが本番と同じ会場で練習できる機会が１～２回しかなかったため、広さの違う赤

羽体育館でうまく活動できるかどうか、運動会当日まで心配が尽きませんでした。そのような心配

をよそに、完成度の高い演技や競技を披露する子供たちの姿を見て、変化に合わせて臨機応変に対

応する力が育っていることを感じました。「楽しかった！」と満面の笑顔で話していた子供たちの姿

から、充実した運動会であったことがよく分かりました。 

これからも、様々な変化に適応しながら、学校行事に代表される体験的な学びを大切にしていき

ますので、引き続き、ご支援ご協力をお願いいたします。 

最後になりますが、７８７名の児童と各担任とが力を合わせて練習を進めただけでなく、参観者

誘導などで陰ながら運動会を支えてくださった「ＰＴＡ」の皆様、会場設営や片付けなどの力仕事

を担ってくださった「おやじの会」の皆様、朝早くから子供たちを温かく見守り応援してくださっ

た「地域」の皆様、運動会当日までのサポートの他、観覧席を譲り合うなど、様々な場面で協力を

してくださった「保護者」の皆様のおかげで、いつもと違う運動会が安全に実施できましたこと、

心より感謝申し上げます。 
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読書週間について 

図書担当 秋山 日和  

毎日休み時間になると、メディアセンターにはたくさんの子供たちが集まり、本に没頭したり、友達と

一緒に本を読んだりと読書の時間を楽しむ姿が溢れています。 

本校では、新しい知識や多様な価値観と出会い、子供たちの豊かな感性を育むことを目的として、６月８日

（月）から６月１９日（金）に読書週間を実施いたします。昨年度に引き続き、本年度も図書委員の子供たち

が「友達がおすすめする本を読む」や「昔話を読む」などのミッションをクリアしてビンゴを目指す読書ビン

ゴや、ラッキーな本を占う読書おみくじなど、本に親しむことができるイベントを計画しています。 

この期間を通して、普段読まない本に手を伸ばしてみたり、お気に入りの本を見つけたりすることができた

らと考えています。 

ご家庭におかれましても、この期間をきっかけとして一緒に本を読んだり、最近読んだ本について話したり

するなど、心を落ち着けて、本に親しむ時間を取ってみてはいかがでしょうか。 

 

 

ALT/外国語活動 

外国語活動部  菊田 恵里 

今年度のＡＬＴ（アシスタント ランゲージ ティーチャー）は、昨年度に引き続きアメリカ合衆国ジョー

ジア州出身のクワンザ・ウォレス先生です。低学年・７組は年間２０時間、中学年は年間３５時間、担任や

英語専科教員とＡＬＴが授業を行います。高学年は年間３５時間の外国語科の 

授業を担任とＡＬＴの２名体制で行い、週３回のモジュール学習を実施してい 

ます。中学年までは、「聞くこと」「話すこと」の音声を中心としたコミュニケ 

ーション活動を行います。高学年では、教科書「NEW HORIZON Elementary」を 

使い、「読むこと」「書くこと」を含めた学習に取り組みます。 

児童一人一人が英語に慣れ親しみ、コミュニケーションを図る基礎を養うこと 

ができるよう、年間を通してＡＬＴと協力し、言語活動を取り入れた授業を展開 

していきます。 

巡回指導について 

特別支援教室主任 小笠原 晴恵  

「なでしこルーム」では、対人関係をうまく築けるようにコミュニケーションの方法を学んだり、自分の

苦手なことを改善・克服できるような方法を学んだりしています。児童は、週に１回、決まった曜日に通っ

ています。児童の状況に応じて、個別指導や小集団指導の指導形態を取りながら指導しています。 

北区の HPに入室までの流れなどを含めたパンフレットがあります。ご確認ください。 

〈指導例〉～自分に合った学習方法を考える～ 

 読み方の工夫                       

①自分に合った補助具を試し、読む力を高められるように学習します。 

②音声読み上げと色付けで文章を強調して視覚的・聴覚的に読書をサポートする電子書籍を使って読み飛

ばしや読み間違いを減らす練習をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


